
VI.社会責献

基本原則

0健全で持続可能な社会作りのために社会貢献活動を展開する.

く基本原則に関する参考事例1

y 社会貢献の方針や重点分野を決めて括動を展開する,

y 社会貫献括動を r社会-の投資Jととらえ,社会の課題解決のために-経営資派や専門能力を投入する.

y 社内外のステ-クホルダ-に自社の社会貢献活動をわかりやすく説明するo

y NPOノNGO,地域社会等,課題解決のためl羊必要なパ-トナ-と連携するo

声 従業員の自発的な社会参加を支援する.
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1.消費者.願客

主要項目. 参考事例l

企業の社会貢献活動

に対する埋解促進と

支援

y 社会貢献活動を社会に公表す

る.

y ホ-ムペ-ジ1顧客向け各種資料くニュ-スレタ-.版促ツ-ル1などを利用したpR.

y バリアフリ-ー介助犬普及,自然保護等.社会的なメッセ-ジを込めたcMや広告o

y 消糞者と協力して社会責献活

動を行う仕組みくコ-ズ.リレ

-テツド.マ-ケテイング9な

どlを導入する.

y rクリック募金Jくホ-ムペ-ジ上で,消費者がクリックすることにより,自分で選択した団体に

寄付ができるシステム9 1クリックあたり1円をNPO団体に寄付,の実施く味の素I

y 災事時の義援金やNPO-の寄付などの店頭募金を行い,ポスタ-や掲示板で.結果報告やNPO

の括動紹介をするo

9 コ-ズ.リレ-テッド.マ-ケテイングくcause related marketing,は,企業が製品の売り上げに応じてNPO等に寄付を行う仕組み.
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